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第７章 基本目標の達成に向けた施策体系と実施事業 

７－１．基本目標の達成に向けた施策体系 

 

 
静岡市地域公共交通網形成計画の全体像

基本理念：集約連携型都市構造を支える総合的な交通体系の構築

５.モビリティ・マネジメント*59の推進
事業5-1 年間広報計画に基づく啓発活動の検討・実施
事業5-2 公共交通に興味を持ってもらい、将来に渡り、公共交

通利用を根付かせるための取組の検討
事業5-3 企業の公共交通を促す取り組みの検討
事業5-4 免許返納者への支援の充実化
事業5-5 駐車場の附置義務*60等の緩和による公共交通利用促進

の検討
事業5-6 環境にやさしい車両の導入

１.お茶っ葉型の地域公共交通網の構築
事業1-1 公共交通幹線軸の運行維持
事業1-2 南北幹線軸の運行に向けた道路の検討・整備
事業1-3 交通結節機能の強化
事業1-4 路線バスタクシー運転士の人員確保

２.地域の実情に応じた地域公共交通の再編検討
事業2-1 小さな交通*55の導入検討
事業2-2 地域交通結節点の設置検討
事業2-3 地域の実情に応じた地域公共交通網の再編検討

３.一般利用者の利用促進
事業3-1 鉄道駅及びバス停の徒歩圏内への居住誘導の検討
事業3-2 安全・安心・快適な利用環境の整備
事業3-3 誰もがわかりやすい運行情報等の提供
事業3-4 C&R*56、C&BRの駐輪場の整備・改善検討
事業3-5 バス待ち環境の整備
事業3-6 フリー乗降区間*57の検討
事業3-7 タクシーの料金に関する施策の検討
事業3-8 タクシーの幅広いサービスの検討・周知

４.観光客の利用促進
事業4-1 新交通及び循環バスの導入検討
事業4-2 企画乗車券*58の活用・検討
事業4-3 車内における観光サービスの充実
事業4-4 観光客の二次交通の利便性向上

４．誰もが安全・安心・快適に利用できる
地域公共交通サービスの提供

学生、高齢者、障がい者、市外からの観光客な
ど、誰もが公共交通を利用しやすい環境を整え
ることで、公共交通の利用者の増加を図ります。

３．郊外部・山間部路線の運行の効率化

地域ごとの地理的条件を考慮しつつ、地域の実情
に応じた運行の効率化を図ります。

２．市街地路線のサービス維持・効率化

現在の運行路線、運行本数をできるだけ維持し
ます。
利用者が少ない区間や運行経費が多く発生して
いる区間は、地域の実情に応じた運行の効率化
を図ります。

１．お茶っ葉型の地域公共交通網の構築

鉄道、路線バス、タクシーそれぞれの強みを活
かし、速達性・定時性の向上や運転士の確保な
どに資する公共交通網への再編を図ります。

２、関連施策と連携した地域
公共交通サービスの提供

○公共交通の利点は、移動手段の確保
だけでなく、渋滞の解消、環境負荷
の軽減、健康増進など、様々な分野
に効果をもたらすことにあります。

○様々な分野と連携し公共交通を活用
することで、地域活性化と公共交通
利用促進との相乗効果の発揮を目指
します。

１．日常生活を支える持続可
能な地域公共交通網の構
築

○静岡市では今後、コンパクトなまちづ
くりを推進します。

○公共交通には、コンパクトなまちづく
りを下支えする移動手段を整備するこ
とが求められています。

○コンパクトなまちづくりに対応しつつ
、路線バス維持費の増加や運転士の人
員不足・高齢化など様々な課題に対応
した公共交通の構築を目指します。

基 本 方 針 基 本 目 標 実 施 施 策
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７－２．実施事業・実施主体・実施・スケジュール 

  

2019 2020 2021 2022 2023～2035

静岡市

バス事業者

実施主体
スケジュール(年度）

（仮）谷津山南北道路整備に向けた検討・調整

（都）日の出町押切線の検討・整備
（主）山脇大谷線の検討・整備

2019 2020 2021 2022 2023～2035

静岡市

バス事業者

実施主体
スケジュール(年度）

（仮）谷津山南北道路整備に向けた検討・調整

（都）日の出町押切線の検討・整備
（主）山脇大谷線の検討・整備

 

 

 

 

 

 

 
 

▼公共交通幹線軸の概要 

交通モード 区間 路線名 

東
西
幹
線
軸 

鉄道 1 用宗駅 ～ ①新蒲原駅 JR 東海道本線 

2新静岡駅 ～ ②新清水駅 静岡鉄道静岡清水線 

路線 

バス 

2 静岡駅・ 

新静岡駅 

～ ③丸子営業所 丸子線、中部国道線 

 

～ 

④北街道 上足洗線、唐瀬線、こども病

院線、水梨東高線、東部団地

線、竜爪山線、北街道線 

南
北
幹
線
軸 

路線 

バス 

2 静岡駅・ 

新静岡駅 

～ ⑤徳洲会病院 中原池ヶ谷線 

～ ⑥大浜 大浜麻機線 

～ ⑦駿河区役所 みなみ線 

～ ⑧東大谷 美和大谷線、石田街道線 

 ⑨登呂コープタウン 県立病院高松線 

～ ⑩谷津ターミナル 藁科線 

～ ⑪美和団地 美和大谷線 

～ ⑫地域交通結節点（検討中） 安倍線 

～ ⑬麻機・麻機北 大浜麻機線 

～ ⑭県立総合病院 上足洗線、唐瀬線、県立病院

高松線 

3 草薙駅 ～ ⑮瀬名新田 草薙瀬名新田線 

～ ⑯三保車庫前 三保草薙線 

4 清水駅 ～ ⑰忠霊塔前 市立病院線、港南線 

～ ⑯三保車庫前 三保山の手線 

～ ⑱梅ヶ谷・蜂ヶ谷 梅ヶ谷蜂ヶ谷線 

～ ⑲地域交通結節点（検討中） 庵原線 

～ ⑳但沼車庫 三保山の手線 

※静岡市都市計画マスタープランにおける将来幹線軸の位置付けの有無、運行本数が片道 60 本以上あるか

どうか、転回場*50や主要施設の立地状況等を考慮し、東西幹線軸及び南北幹線軸を設定。 

1-1 公共交通幹線軸の運行維持 

・現在の公共交通網の東西・南北幹線軸として下記路線を位置付け、現在の運行サービス*44

の維持に努める。 

 凡例

検討

実施

評価・見直し

2019 2020 2021 2022 2023～2035

静岡市

鉄道事業者

バス事業者

実施主体
スケジュール（年度）

運行サービス維持
評価・

検証
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▲
東
西
幹
線
軸
と
南
北
幹
線
軸
の
路
線
図
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2019 2020 2021 2022 2023～2035

静岡市

バス事業者

実施主体
スケジュール

草薙駅

静岡駅

安倍川駅利用状況や住民ニーズを考慮して運行サービス等の適宜見直し

南口駅前広場整備に向けた検討・調整

利用状況や住民ニーズを考慮して運行サービス等の

適宜見直し

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼都市計画道路の整備・検討 

No. 都市計画道路等の整備 整備・検討の予定 

1 （都）日の出町押切線 北脇工区、能島工区 

2 （主）山脇大谷線 小鹿・宮川工区、大谷工区 

3 （仮）谷津山南北道路 検討中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】お茶っ葉型の地域公共交通網 

速達性が高く、高頻度で運行している鉄道（東西幹 

線軸）と南北の路線バスが相互の強みを組み合わせる 

ことにより、速達性・定時性の向上を図る。幹線軸間 

はその他路線バスやタクシー、自転車等で補完する。 

 お茶の名産地でもある静岡市の都市構造として、まち 

の中心をしずく、公共交通軸を葉脈で表現した。 

清水駅

草薙駅
東静岡駅

静岡駅

安倍川駅

駿河
区役所

新東名
新静岡IC

東名
静岡IC

(仮)東名静岡東
スマートIC

清水港

1-2 南北幹線軸の運行に向けた道路整備の検討 

◆お茶っ葉型の地域公共交通網 

・お茶っ葉型の地域公共交通網の構築にあたり、南北幹線軸の幹線路線バスの運行に必要な

都市計画道路等の検討・整備を行う。 

・道路整備完了後は東西幹線軸に接続する南北幹線軸の路線バスの運行の検討を行う。 

 

 

 

出典：静岡市総合交通計画資料編に加筆 

凡例

検討

実施

評価・見直し

 

 

2019 2020 2021 2022 2023～2035

静岡市

バス事業者

実施主体
スケジュール(年度）

（仮）谷津山南北道路整備に向けた検討・調整

（都）日の出町押切線の検討・整備
（主）山脇大谷線の検討・整備

１ 

３ 

２ ＜ネットワーク＞
鉄道の維持
新交通（LRT,BRT等）検討
基幹バスのサービス維持向上
幹線バスの維持・利便性向上
循環バスの導入
市街地バスの維持
郊外・山間部バスの運行効率化

＜結節点＞
駅前広場整備
乗換交通結節点設置
地域交通結節点設置
（C&BR、P&BR）
中心市街地における
バス優先施策の推進

＜その他＞
バスレーンの設置
・料金体系の改善
・乗り継ぎダイヤの改善
・利用しやすい車両の導入
・バス情報の提供
・免許返納制度の充実化

【公共交通網計画】
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▼駅前広場整備の概要 

対象箇所 整備年度 

草薙駅北口駅前広場・南口駅前広場 H30 年度完成予定 

静岡駅南口駅前広場 検討中 

安倍川駅東口駅前広場・西口交通広場 H29 年度完成 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

▲草薙駅前広場完成イメージ及びバス路線の運行状況 

1-3 交通結節機能の強化 

・交通結節機能の強化により、利便性の向上を図る。 

 

 

出典：静岡市HP 

出典：しずてつジャストラインバスマップ 
出典：草薙駅周辺地区市街地総合再生計画 

凡例

検討

実施

評価・見直し

草薙駅北口
へ乗り入れ 

2019 2020 2021 2022 2023～2035

静岡市

バス事業者

実施主体
スケジュール（年度）

草薙駅

静岡駅

安倍川駅利用状況や住民ニーズを考慮して運行サービス等の適宜見直し

南口駅前広場整備に向けた検討・調整

利用状況や住民ニーズを考慮して運行サービス等の

適宜見直し
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○積極的な情報発信 

・バス・タクシー運転士に特化した就職説明会の開催、インターネットや情報誌等の紙媒体

の活用等により、運転士の人員確保に向けた周知・PRを積極的に実施する。 

○新卒者の獲得に向けた取り組み 

・就職説明会の実施や情報提供、２種免許取得までの就労環境の構築や免許取得支援、キャ

リアパスの提示等を行う。 

○女性運転士の獲得に向けた取り組み 

・女性のニーズにあった勤務条件や労働環境づくりについて、アドバイザー派遣制度等を活

用し、働きやすい環境づくりを行うとともに職場環境のイメージアップにつなげる。 

・バスの運転士として活躍している女性の姿を発信することで、運転士を志望する女性を増

やし、運転士の確保につなげる。 

○県外からの移住者の獲得に向けた取り組み 

・求人情報を案内するとともに、魅力的と 

感じられる方策を検討する。 

○自動運転技術*61の導入検討 

 ・技術開発の動向を注視しつつ、自動運転 

技術の活用を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-4 路線バス・タクシー運転士の人員確保 

・公共交通の持続に向けた地域公共交通網と共に、人員不足が予想されるバス・タクシー運

転士を確保する取り組みを行う。 

 

出典：バス運転士専門の求人サイト 

「バスドライバーnavi（どらなび）」 

▲バス運転士に特化した就職説明会 

凡例

検討

実施

評価・見直し

2019 2020 2021 2022 2023～2035

バス事業者

タクシー事業者

静岡市

実施主体
スケジュール（年度）

取り組みを継続 評価・検証

アドバイザー派遣等の活用に
よる検討

環境改善の実施･ＰＲ

評価・検証
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▲バス運転手に特化した就職説明会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲女性運転士活躍のためのセミナー     ▲女性活躍アドバイザー派遣事業の活用 

 

 

参考：バス運転手専門の求人サイト「バスドライバーnavi（どらなび）」 
 

出典：国土交通省中部運輸局HP 出典：静岡県男女共同参画センターポータルサイト 
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2-1 小さな交通の導入検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小さな交通*55の例】 

○乗合タクシー 

 ・路線バスのように乗合旅客を運送するタクシーのことで、乗車定員が 10人以下の車両で運

行する。定時定路線で運行する形態や事前に予約を受けて運行するデマンド型など、様々な

運行形態がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○自家用有償運送 

 ・地域住民の生活に必要な旅客輸送を確保するために、路線バスやタクシーなどの営業車両

（緑ナンバー）ではなく、一般車両（白ナンバー）を使用し、原則、会員登録をした方に

限定して運送を行う運送形態のこと。要介護者・要支援者等の輸送を NPO*32 等が行う「福

祉有償運送」や、地域住民等の輸送を NPO 等が行う「公共交通空白地有償運送*53」、市町

村自らが保有する車両を使用して旅客の運送を行う「市町村運営有償運送」等がある。 

○地域主体型コミュニティ交通の導入ガイドライン 

・市内の公共交通不便地域などにおける移動制約者の生活交通の確保を図るため、コミュニ

ティ交通の導入を地域が主体となって企画・立案・検討を行う際の、検討手順や注意点等

を記載する指針。 

・路線バス沿線の人口や利用者数、路線バス・タクシー運転士の人員不足等を考慮し、持続

可能な公共交通網の構築に向け、乗合タクシー*4 やデマンドバス*52 等の小さな交通の導入

を検討する。 

・地域住民が主体となって小さな交通を導入検討する際の手順を示したガイドラインを作成

し、地域の移動実態に応じた運行頻度や運行ルート等の検討などに向けた取り組みを行う

地域への支援等を行う。 

 

出典：横芝光町 乗合タクシーの利用案内より 

凡例

検討

実施

評価・見直し

2019 2020 2021 2022 2023～2035

静岡市

タクシー事業者

実施主体
スケジュール（年度）

小さな交通導入

ガイドラインの作成
希望に応じて順次、導入
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＜参考：小さな交通の事例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：山口市グループタクシー（高齢者グループへの利用券補助方式） 

・山口市では、地域内をきめ細かく廻り、地区中心地や駅・バス停ま 

でを結ぶ定時定路線方式の「コミュニティタクシー」を、地域住民 

が協議会を作り、行政補助に加え、地域が運営費の 30%を負担する 

仕組みで運行している。 

・過疎化が進み、コミュニティタクシーの運行に必要となる協議会設 

立が困難な地域においては、バス停から 1km 以遠の地域に住む 65歳 

以上の住民 4人のグループが市に申請すると利用券が配布される 

「グループタクシー」方式を実施している。 

＜グループタクシーの仕組み＞ 

例）2,000 円のタクシー運賃の区間を 3人で利用する場合→市支給の 500 円

券を 3枚利用し、残り 500 円が自己負担 

参考：川崎市地域公共交通の手引き 

・地域が主体となり、行政や事業者と協力して、身近な地域 

 公共交通について考えてもらうためのガイドラインを作成。 

＜ガイドラインに掲載しているポイント＞ 

・地域公共交通の対象 

・役割分担（地域公共交通導入のための進め方、役割分担の 

方針） 

・地域公共交通のシステムメニュー（地域公共交通システム 

の種類、地域公共交通システムの選定） 

・地域公共交通サービスの評価、見直し 

参考：静岡市葵区清沢地区の自家用有償旅客運送*33 (公共交通空白地有償運送) 

・人口やバス利用者が少なく、事業 

者による運行が困難なため、交通 

空白地域において地域のＮＰＯ 

法人が運行主体となり、地域 

住民の移動手段を確保している。 

・車両は普通乗用車を利用し、地区 

と路線バスのバス停までをつない 

でいる。会員制で事前予約を必要 

としている。 
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2-2 地域交通結節点の設置検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【検討対象地区】安倍地区、庵原地区 

【参考：設置済み地区】藁科地区（谷津ターミナル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土交通省「小さな拠点づくりガイドブック」 

▲地域交通結節点の整備イメージ 

・幹線路線、支線路線、小さな交通の乗り継ぎ地点として、地域交通結節点の整備を検討する。 

・整備にあたっては確保できる用地規模に留意しつつ、民間施設の誘導・集約化や既存主要

施設が立地する場所の近くへの併設や、貨客混載輸送*62などにより、地域住民の利便性が

向上するよう努める。 

 

凡例

検討

実施

評価・見直し

 山間部路線 

（乗合タクシーなど） 

市街地バス路線 

乗継 

介護施設 
病院 

保育施設 

学校 

スーパー・コンビニ 

▲地域交通結節点のイメージ 

2019 2020 2021 2022 2023～2035

静岡市

バス事業者

実施主体
スケジュール（年度）

拠点の整備箇所の

検討・協議・調整

協議が整った箇所から順次、整備

評価・検証
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＜路線再編の検討エリア＞ 

①清水駅周辺地区 

・清水港を活かしたウォーターフロント開発などの取り組みに合わせた運行ルート等の検討

を行う。 

②草薙駅周辺地区 

・JR 草薙駅北口駅前広場の整備完了に伴い、路線バスの利用状況や地元ニーズに応じて、乗

り入れ本数や運行ルート、ダイヤ等について適宜改善を行う。 

・産学官民の連携により策定が予定されている「JR 草薙駅南口グランドデザイン」などのま

ちづくりの動きに合わせ、地域公共交通の再編を検討する。 

③安倍川駅周辺地区 

 ・JR 安倍川駅東口駅前広場・西口交通広場の整備完了に伴い、路線バスの利用状況や地元ニ

ーズに応じて、乗り入れ本数や運行ルート、ダイヤ等について適宜改善を行う。 

 ④大谷・小鹿地区 

 ・東名高速道路の新ICの整備に伴い、企業誘致等の土地開発が見込まれることから、土地利

用の動向に合わせた路線バスの運行ルート等の検討を行う。 

⑤西ヶ谷・羽鳥・牧ヶ谷地区 

 ・不採算路線や不効率区間、地域の移動ニーズ等を考慮し、一体的に路線バスによる地域公

共交通網の再編を検討する。 

⑥藁科地区 

・運行の効率化の取り組みをさらに進めるため、デマンド運行*4や自家用有償旅客運送*33、乗

合タクシー*4等の運行形態の検討を行う。 

⑦安倍地区 

・運行の効率化にあたり、デマンド運行や自家用有償旅客運送、乗合タクシー等の運行形態、

地域交通結節点の検討を行う。 

⑧庵原地区 

・運行の効率化にあたり、デマンド運行や自家用有償旅客運送、乗合タクシー等の運行形態、

地域交通結節点の検討を行う。 

 

・バス路線において、原則現在の路線数や運行頻度等の運行サービス*44の維持に努めるとと

もに、各種まちづくり活動や不採算路線における地域の実情、運転士の人員不足等を考慮

し、地域の実情に応じた運行ルートや運行主体等の再編を検討する。 

 

2-3 地域の実情に応じた地域公共交通網の再編検討 

凡例

検討

実施

評価・見直し

2019 2020 2021 2022 2023～2035

静岡市

バス事業者

タクシー事業者

実施主体
スケジュール（年度）

地域での協議が整い次第、実施

運行サービス維持 継続又は

見直し
中間評価・検証

評価・検証

中間評価・検証
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⑨両河内地区 

・市町村運営有償運行の開始に伴い、利用状況や運行状況に応じて、運行ルートやダイヤ等

について適宜改善を行うとともに、公共交通空白地有償運送への移行に向けた検討を行う。 

⑩由比・蒲原地区 

・興津線の退出意向が表明されていることから、代替となる地域公共交通の確保に向けた検

討を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥藁科地区 

⑧庵原地区 

⑨両河内地区 

⑩由比・蒲原地区 

⑦安倍地区 

②草薙駅周辺地区 

③安倍川駅周辺地区 

⑤西ヶ谷・羽鳥・牧ヶ谷地区 

④大谷・小鹿地区 

①清水駅周辺地区 

出典：国土地理院空中写真 

出典：国土地理院空中写真 
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【市民アンケートの結果より】 

 ・鉄道駅までの便利と感じる移動時間・・・鉄道駅から約 800m 圏内（徒歩 10分以内） 

 ・バス停までの便利と感じる移動時間・・・バス停から約300m 圏内（徒歩５分以内） 

 

・市民アンケート結果等により、鉄道駅から約 800ｍ圏内（徒歩 10分以内）、バス停から約 300

ｍ圏内（徒歩 5分以内）を居住誘導区域*9に設定。 

 

▲居住誘導区域のイメージ 

鉄道駅から約 800ｍ圏内（徒歩 10 分以内）、 
バス停から約 300ｍ圏内（徒歩 5分以内）を 

居住誘導区域に設定 

出典：静岡市 立地適正化計画 

凡例：居住誘導区域⇒ 

3-1 鉄道駅及びバス停の徒歩圏内への居住誘導の検討（立地適正化計画） 

・鉄道駅及びバス停から徒歩圏内に居住を誘導することにより、公共交通利用者の増加を図

る。 

 
凡例

検討

実施

評価・見直し

2019 2020 2021 2022 2023～2035

静岡市

実施主体
スケジュール（年度）

立地適正化計画に基づく施策の実施状況に合わせて、

公共交通サイドで対応できる施策等を実施

評価・検証
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○鉄道駅のバリアフリー化 

 ・鉄道駅などの利用者の多い施設に対し、バリアフリー化や安全対策を推進する。 

 ・3,000 人/日を超える利用者がある駅について、移動円滑化基本方針に基づき、平成 32

年度までの整備完了を目指し、優先的に整備する。 

▼優先整備対象駅（3,000 人/日以上の鉄道駅） 

鉄道 対象駅数 完了駅数 優先整備対象駅 

JR 東海道本線 ９/10 駅 ８/９駅 由比駅 

静岡鉄道静岡清水線 ８/15 駅 ３/８駅 古庄駅、県総合運動場駅、桜橋駅、

新清水駅、柚木駅 

※平成 30年 3月末時点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

▲バリアフリー化施設例 

○鉄道施設の安全対策の推進 

・安全・安心な鉄道輸送を確保するため、安全性の向上に資する軌道設備等の整備を行う。 

 

 

 

 

▲バリアフリー化施設例 

▲軌道設備等の設備例 

3-2 安全・安心・快適な利用環境の整備 

・誰もが安全・安心・快適に公共交通を利用できる環境を整備するため、バリアフリー化や

安全対策を推進する。 

 

出典：静岡市総合交通計画 

出典：国土交通省資料 

凡例

検討

実施

評価・見直し

列車
れっしゃ

接近
せっきん

表示
ひょうじ

装置
そ う ち

 
エレベーター 

内方
ないほう

線
せん

付
つ

き点状
てんじょう

ブロック 

音声
おんせい

触
しょく

知
ち

盤
ばん

 エレベーター バリアフリー対応トイレ 

2019 2020 2021 2022 2023～2035

静岡市

鉄道事業者

バス事業者

タクシー事業者

実施主体
スケジュール（年度）

鉄道の新型車両、ノンステップバス、ＵＤタクシーの

導入（車両更新時に順次導入）

鉄道のバリアフリー化 継続又は見直し

評価・検証
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○安全・安心・快適な車両の更新 

車両更新にあたり、誰もが利用しやすく、安全・安心・快適な車両を導入する。 

・安全性・快適性に優れた鉄道車両の導入 

・低床バス*63（ノンステップ・ワンステップ）の導入 

・ＵＤ（ユニバーサルデザイン）タクシー*64の導入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲導入車両の例 

出典：静岡鉄道HP 

低床バス（左：ワンステップバス、右：ノンステップバス）                 ＵＤタクシー 

出典：しずてつジャストライン HP、静岡市HP 
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＜取組みの例＞ 

○JR静岡駅など 

・乗り場案内やサインの改善（観光客にもわかりやすい案内、多言語表記等） 

・公共交通情報、観光情報等の充実化（情報案内版、ガイド・マップ、WEB サイト等） 

○利用の多いバス停など 

 ・バスロケーションシステム*66の設置・高度化  ・主要施設への到着時間や料金等の表示 

・掲示スペースを活用した観光案内の表示   ・主要なバス停表示の多言語化 等 

○路線図・時刻表 

 ・ICT*18を活用した電子媒体での情報提供に向けたオープンデータ化 

・読みやすくわかりやすい路線図・時刻表の作成（大きな文字、ピクトグラムの活用など） 

・総合的な交通マップ、地区別お出かけマップ等の作成 

・幹線区間専用時刻表、方面別時刻表等の作成 等 

○地域公共交通を含む移動ナビゲーションアプリ 

 ・目的地、経路、運賃、所要時間、時刻表、乗継の案内等を行うアプリの検討 等 

 ・公共交通の利用を促進していくため、ICT 技術の動向を踏まえて、経路検索、予約、支払

いが一括で出来るアプリ等の新たな運行システムについて検討 

 

 

 

 

 

 
 
▲総合的な交通マップ    ▲地区別おでかけマップ     ▲方向別時刻表 

 

 

 

 

 

 

 

3-3 誰もがわかりやすい運行情報等の提供 

参考：函館 navi（公共交通アプリ） 

 

・市民はもちろんのこと、観光客等を含む誰もがわかりやすい運行情報の提供を行う。 

・運行情報の提供は、交通事業者と連携し、複数の公共交通を乗り継ぐ際に時刻表や行き先

等を調べるツールといった ICT アプリ*65の活用も検討する。 

 

出典：八戸市 出典：八戸市 出典：会津若松市 

凡例

検討

実施

評価・見直し

2019 2020 2021 2022 2023～2035

静岡市

バス事業者

鉄道事業者

タクシー事業者

フェリー事業者

スケジュール（年度）
実施主体

準備・調整
他地域の動向把握

情報ツール等の作成

継続

又は
見直し

評価・検証
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＜取組みの例＞ 

○サイクル＆バスライド*22 

 ・利用が多いのに駐輪場が未整備の駅周辺やバス停 300ｍの範囲でカバーされていない地域

において、カバー人口（最寄バス停となる圏域の人口）が多いバス停を抽出し、駐輪場の

整備を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-4 C&R 駐輪場、C&BR 駐輪場の整備・改善検討 

・自転車から鉄道、バスへの乗り換えを推進するため、鉄道やバスの利用圏域の拡大及び利

用促進を図るよう駐輪場の整備・改善を検討する。 

 

 

 

出典：静岡市総合交通計画 

凡例

検討

実施

評価・見直し

2019 2020 2021 2022 2023～2035

静岡市

鉄道事業者

バス事業者

実施主体
スケジュール（年度）

駐輪場整備箇所の
検討・協議・調整

協議が整った箇所から順次、整備

評価・検証
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＜取組みの例＞ 

○バス停のベンチ・上屋の設置、バスロケーションシステム*66 

・利用者の多いバス停や病院へ向かう路線などの高齢者の利用が多いバス停など、優先順位

を整理し、バス停にベンチや上屋、バスロケーションシステムの設置などを推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-5 バス待ち環境の改善検討 

参考①：商業施設と連携した待合スペース（横浜市） 

・コンビニエンスストアのイートインコーナーをバスの待合 

スペースとして開放している。 

・また、タブレット型バス接近表示機を設置している。 

参考②：既存施設を待合所として有効活用（珠洲市） 

・古くなった住民所有の倉庫について、地域のバスボランティア 

サポート団体が待合所として整備して利用している。 

参考③：学生の手作りベンチをバス乗り場に設置（米子市） 

・米子工業高等専門学校建築学科の学生が製作したベンチを 

シャトルバス乗り場に設置している。 

・バス待ち環境や乗り換え環境の改善検討を行い、公共交通を使いやすい環境整備を行う。 

 

出典：静岡市総合交通計画（しずてつジャストライン資料） 

参考① 

参考② 

参考③ 

▲上屋設置状況 

バ
ス
接
近
情
報 

▲バス停の上屋の整備状況 

凡例

検討

実施

評価・見直し

※静岡市総合交通計画改定時（H28.4）において乗降客数 300 人/日以上を記載 

▲デジタルサイネージ 

整備状況 整備状況

上屋 上屋

中町 ○ 富士見台・駿河総合高校入口 ○

県庁・静岡市役所葵区役所前 ○ 三松 -

静岡大学 ○ 静大片山 -

小鹿公民館前 - 服織小学校入口 -

英和学院大学池田山団地 - 銭座町 -

水落町もくせい会館入口 ○ 記念碑前 -

西奈中学常葉大学入口 ○ 瀬名川一丁目 -

山崎 - 静岡総合庁舎前 -

城北二丁目 - 東海大学・海技短大前 -

手越原 - 籠上中 -

丸子営業所 ○ 横内町静岡学園入口 -

市民文化会館入口 - 御新田上 -

小鹿局前 ○ 妙見下 ○

千代田小学校 - 安倍口団地北 ○

県立総合病院 - 中村町下 -

常葉短大入口 - 中田三丁目 ○

麻機 ○ 北安東三丁目 -

服織中学校前 ○ 下横田 -

万世町 ○ 西折戸 -

新伝馬 - 済生会病院前 ○

英和女学院前 - 赤鳥居 ○

静岡市立清水病院 - 三菱電機前 -

西脇下 - 本通三丁目 ○

秋山町 ○ 沓谷四丁目 -

南郵便局ツインメッセ前 ○ 中村町上 -

競輪場入口 ○ 沓谷五丁目 -

登呂コープタウン - 城北高校前 -

東部団地 - 八千代町 ○

バス停名 バス停名

2019 2020 2021 2022 2023～2035

静岡市

バス事業者

実施主体
スケジュール（年度）

整備方法、整備箇所、整備後の維持管理方法を検討

利用者が多い箇所、病院等の高齢者利用が多い箇所へ向かう路線から
優先的に整備

評価・検証
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＜フリー乗降区間とは＞ 

・路線バスや乗合タクシーの路線の全部または一部の区間を設定し、バス停等の特定の乗場を

設けず、路線上のどの場所でも乗降できる区間のこと。 

・利用者は、乗車時にはバス等に向かって手を上げるなどして合図し、降車時には運転手に降

りる場所を伝えることにより、乗降を行う。 

・なお、降車のみをフリーとして、乗車はバス停・停留所に限定するケースもあり、状況に応

じて最適な運行形態を検討する。 

・周辺交通の安全性確保の観点から、事前に交通管理者と協議・調整する必要があることから、

各路線の交通状況や道路状況等に応じた検討を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲フリー乗降のイメージ 

 
【参考】 静岡市「藁科地区デマンドバス 富厚里・水見色号」 
 

＜交通結節点*29において路線バスとデマンドバスの接続＞ 

路線バス藁科線を谷津ターミナルまで利用した後、デマンド 

バスに乗り継いで、水見色まで移動することができる。 

 デマンドバスは、電話予約に応じて決められた時間に運行す 

るバスのことで、予約の際に利用日、利用便名、 

利用区間について連絡する。一部区間に「フリ 

ー降車」を導入している。 

バス停まで歩かず乗

れて助かるわぁ 

・高低差がある高台団地や山間部等で、周辺交通に影響がないと認められる区間において、

フリー乗降区間の設定を検討し、利便性の向上を図る。 

3-6 フリー乗降区間の検討 

凡例

検討

実施

評価・見直し

2019 2020 2021 2022 2023～2035

静岡市

バス事業者

道路管理者

交通管理者

実施主体
スケジュール（年度）

協議が整った箇所から順

次、実施

評価・検証

フリー乗降区間の

検討・協議・調整 継続

又は
見直し
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＜相乗りタクシーのイメージ＞ 

・タクシー利用の際に、同一方面へ行く知り合い以外の方の乗り合わせを促進するアプリ等を

活用し、利用者一人あたりの支払額の低減を図ることにより、地域公共交通としてより使い

やすくする。 

 

＜タクシーの料金の見える化の例（「全国タクシー」アプリ）＞ 

・現在地から目的地までの料金の検索が可能。 

・アプリ内でタクシーの予約、呼び出し、事前決済等が可能。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-7 タクシーの料金に関する施策の検討 

参考：相乗りタクシー及びタクシーの事前確定運賃に係る実証実験（国土交通省） 

・アプリを活用したタクシー乗り合わせや料金の見える化などの新しいサービスについて、

国の社会実験や他地域の動向を注視しつつ、導入を検討する。 

 

凡例

検討

実施

評価・見直し

2019 2020 2021 2022 2023～2035

静岡市

タクシー事業者

実施主体
スケジュール（年度）

他地域の動向把握
サービス導入に向けた検
討・調整

サービスの導入

評価・検証

継続

又は
見直し
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＜タクシーサービスの活性化事業（静清交通圏タクシー準特定地域協議会_地域計画より）＞ 

活性化事業 事業内容 

利用者利便の向上対策 

・運賃システムの電子化の検討（カード決済器

の導入等） 

・スマホアプリ等ＩCＴの活用 

高齢者対策 

・高齢運転免許証返納者への運賃割引 

・高齢者向け買物支援サービス 

・救援救急サービス 

少子化対策 
・妊婦応援タクシー 

・育児支援タクシー 

ユニバーサルデザイン（ＵＤ）化の推進 

・ＵＤタクシー*64の拡充 

・ユニバーサルドライバー研修の推進 

・ＵＤタクシーの広報・支援 

※地域計画には「タクシーサービスの活性化」のほか、「タクシー事業経営の活性化・効率化」、

「安全・安心な輸送サービスの維持・向上」、「タクシー運転者の労働条件悪化の防止・改

善及び運転者の確保」、「地域における交通問題・環境問題への貢献」、「地域観光振興へ

の取組み」、「地域社会の防災・防犯対策への取組み」の計７項目について記載がある（実

施時期は短期・中期あり）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲こども 110 番通報協力タクシー 

の表示ステッカー 
▲救援タクシーの概要 

3-8 タクシーの幅広いサービスの検討・周知 

・子ども１１０番通報協力タクシー、救援・救急タクシー、妊婦タクシーなど、「静清交通

圏タクシー準特定地域協議会_地域計画」に位置づけている施策の実施及び周知を行う。 

 

出典：東京ハイヤー・タクシー協会HP 

出典：愛鶴タクシーHP 

凡例

検討

実施

評価・見直し

2019 2020 2021 2022 2023～2035

静岡市

タクシー事業者

実施主体
スケジュール（年度）

計画に位置づけている施策の実施及び周知
新たな施策の計画への反映

評価・検証

他地域の動向把握
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▲新交通の検討箇所とバス網再編イメージ 

 

 

 

 

 

4-1 新交通及び循環バスの導入検討 

・日の出地区におけるクルーズ船*40寄港増加や海洋文化拠点施設等の周辺開発による交流人

口*45増加の状況を踏まえ、清水港周辺と交通結節点を含む主要施設間における移動の利便

性向上策の 1つとして、シンボル性のある新交通や循環バスなどの導入を検討する。 

・新交通及び循環バスの導入時の起終点において、公共交通の乗り換え利便性を向上し、公

共交通相互の乗り換え利用を促進する。 

 

循環バス

循環バス

幹線バス

循環バス

幹線バス幹線バス

新静岡駅

JR静岡駅

新清水駅

市街地バス

郊外部・山間地バス

幹線バス

幹線バス

基幹公共交通

新交通の検討路線 

出典：静岡市総合交通計画資料編 ：新交通の検討路線 

：幹線を運行するバス路線 

：市街地を循環するバス路線 

：郊外部・山間地を運行するバス路線 

：市街地を基点に運行するバス路線 

：ＪＲ及び静岡鉄道 

凡例

検討

実施

評価・見直し

2019 2020 2021 2022 2023～2035

静岡市

鉄道事業者

バス事業者

実施主体
スケジュール（年度）

検討・協議・調整
状況をみながら検討・

協議・実施
評価・検証
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＜事業イメージ＞ 

・交通事業者ごとに作成されている企画乗車券を集約化し、利用者に分かりやすく周知を図る。 

・公共交通と商業施設等が連携し、交通費や飲食費、イベント情報等が一体となった企画乗車

券の検討や楽しみを創出する企画乗車券等の検討を行い、中心市街地・中山間地・清水港周

辺等のエリアの活性化を促進するとともに、交通需要を喚起し、地域公共交通の利用促進に

つなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲例：清水港まぐろきっぷ 

4-2 企画乗車券活用・検討 

参考：八戸市・八戸圏域のバスパック 

・沿線の観光施設や飲食店などと連携し、路線バスを 

使って、気軽にお出かけを楽しめる「日帰り路線 

バスパック」を企画商品化している。 

・チケット購入タイプと、事前購入不要のクーポン券 

タイプの２種類がある。 

（左：八戸酒造酒蔵見学バスパック 

右：ごのへ馬肉料理バスパック） 

 

・既存の企画乗車券の活用や新たな企画乗車券の検討を行い、経済効果を拡げるとともに公

共交通の利用促進を図る。 

 

出典：エスパルスドリームフェリーHP 

凡例

検討

実施

評価・見直し

2019 2020 2021 2022 2023～2035

静岡市
鉄道事業者
バス事業者
タクシー事業者
フェリー事業者

実施主体
スケジュール（年度）

施策の実施

企画立案
検討・協議・調整

継続又は見直し

評価・検証
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＜取組みの例＞ 

○運転士や音声アナウンス等による観光案内 

○車内における観光情報の掲示 

○Wi-Fi 環境の整備 

 ○通訳アプリを活用した外国人観光客への 

対応  等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-3 車内における観光サービスの充実 

参考：多言語音声通訳アプリ「ボイストラ」 

・スマートフォン用の多言語音声翻訳アプリで、 

 旅行会話用としての翻訳制度を備えている。 

・音声を聞き取って翻訳し、発声するもので、 

 日英中韓など 27言語（方言を含めて 30言語） 

 に対応している。 

・「使えば使うほど賢くなる」 

⇒話した音声や対訳文例を多く集めれば集め 

るほど、スムーズな言葉に音声翻訳される 

ため、アプリを無料公開し、性能改善 

に向けた実証実験を行っている。 

・タクシー事業者等が利用することで、訪日外 

国人観光客とのやりとりを円滑に進めること 

ができる。 

・観光客が必要とする観光情報の発信や観光情報を収集しやすい環境整備を行うことによ

り、公共交通の利用促進につなげる。 

 

出典：しずてつジャストライン HP 

凡例

検討

実施

評価・見直し

2019 2020 2021 2022 2023～2035

静岡市

鉄道事業者

バス事業者

タクシー事業者

実施主体
スケジュール（年度）

検討・協議・調整 施策の実施
継続

又は

見直し評価・検証
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＜取組みの例＞ 

・平日と土日において、一部、運行ルートや運行ダイヤを切替え 

・土日の運行ルートにおいて、観光地への周遊や観光施設などへの乗入れ 

・茶業等の地場産業と協働した観光タクシーの実施 

・観光レンタ・シェアサイクルとの連携 など 

 

 

4-4 観光客の二次交通の利便性向上 

参考：平日と休日における運行ルートの一部変更（常陸太田市） 

・市街地を周遊するバス路線において、平日と休日で、一部、運行ルートを変更している。 

 

・観光客や市民の移動手段として利用しやすいように、観光客の動向に注視しつつ、路線バ

スの現状分析を行い、運行ルート等の検討を行う。 

 

凡例

検討

実施

評価・見直し

2019 2020 2021 2022 2023～2035

静岡市

バス事業者

タクシー事業者

実施主体
スケジュール（年度）

施策の実

施
継続

又は

見直し
評価・
検証

観光客の移動状況の把握

バス路線の運行内容の検討

バス事業者との協議・調整
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○情報媒体 

 ・市広報紙、各種情報紙等の紙媒体の活用 

 ・各ホームページやＳＮＳ、テレビ等の電子媒体の活用 等 

○広報活動の例 

 ・公共交通利用者数の数値目標や利用実績の公表 

 ・路線バスの維持、環境対策、渋滞対策、健康推進等と併せた利用の呼びかけ 

 ・公共交通に関するイベント情報の発信 等 

 

 

5-1 年間広報計画に基づく広報・啓発活動の検討・実施 

参考①： 年 1回乗車運動（宮崎県小林市） 
 

・市報やホームページを利用し、コミュニティバス*3の路線別 

目標利用者数や利用状況の公表や、「市民年 1回乗車運動」 

と銘打って、積極的な乗車を呼びかけている。 

・「“全市民が年 1回利用する”ことにより全路線の維持が 

可能な試算となっている」、「市民総力戦で路線バスを守 

りましょう！！」といったメッセージの工夫を行っている。 

・その他、祭りなどのイベント時にチラシを配布するなど、 

市民一人ひとりに向けた細かな呼びかけも行っている。 

 

参考②：福岡モビリティウィーク*67＆カーフリーデー*68（We Love 天神協議会） 
 

・福岡市天神地区のエリアマネジメント組織である「We 

Love 天神協議会」では、“公共交通を利用しようと考

えるきっかけづくり”をテーマに平成 25年 9月に「福

岡モビリティウィーク＆カーフリーデー」を開催。 

・開催期間中は、公共交通機関のキャラクターによる街

頭活動や、交通に関する啓発を促すパネル展示、公共

交通の利用を促す鉄道・バス・地下鉄共同の参加型イ

ベント「公共交通フェスタ」を併せて実施。 

 

・公共交通に関心を持ってもらい、継続的な利用につなげるために必要な各種啓発活動の実

施にあたり、年間広報計画の作成を行い、年間広報計画に沿った広報・啓発活動を行う。 

 

 
凡例

検討

実施

評価・見直し

2019 2020 2021 2022 2023～2035

静岡市

鉄道事業者

バス事業者

タクシー事業者

フェリー事業者

実施主体
スケジュール（年度）

広報の実施

年間広報

計画の検

討・作成 評価・検証
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○市民全般に向けた取り組み 

・乗り方教室、乗車体験イベント等の実施 

・企画乗車券等を活用した体験ツアーの検討 

・サポーター制度の検討 

・ワークショップによる交通マップ等の作成 等 

・市が実施している環境教育プログラムとの連携 

○学生に向けた取り組み 

・職場体験の受け入れ 

・遠足等の学校行事において公共交通を利用してもらえるような情報提供や増発等の対応

に向けた仕組みづくり 

・小学校入学時の交通 ICカードの配布、学生証と交通 ICカードの連携 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-2 公共交通に興味をもってもらい、将来に渡り公共交通利用を根付かせるための取

組みの検討・実施 

▲サポーター制度 

・各種体験イベントの実施や学校等との連携強化により、実際に公共交通に触れる機会を創

出し、公共交通の利用を促す取り組みの検討・実施を行う。 

 

 

▲静岡県内で開催されている乗車体験 

イベントや乗り方教室 

出典：富士市HP 
出典：富士宮市HP 

凡例

検討

実施

評価・見直し

2019 2020 2021 2022 2023～2035

静岡市

鉄道事業者

バス事業者

タクシー事業者

フェリー事業者

実施主体
スケジュール（年度）

施策の実

施
協議・検討・調整

評価・検証

継続

又は

見直し
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5-3 企業の公共交通利用を促す取り組みの検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲他都市の取り組み(企業 MMガイドライン/国土交通省の表彰実績) 

 

 

 

 

 

 

 

▲無記名式定期券 

出典：兵庫県企業MMガイドライン 出典：国土交通省HP 

・企業には、多くの従業員が働いていることから、企業のエコ通勤等の周知・啓発のほか、

公共交通の利用促進への取り組みに対する表彰制度など、企業の付加価値を高める取り組

みや地域公共交通の利用を促す取り組みの検討を行う。 

 

氏名：静岡 太郎 

凡例

検討

実施

評価・見直し

無記名式は、誰でも利用できるというメリッ

トがあり、企業などで共用ICカードとして使

うこともできる。従業員に共用ICカードを渡

して、エコ通勤や出張の際に、公共交通の利

用を促すことが考えられる。 

2019 2020 2021 2022 2023～2035

静岡市

鉄道事業者

バス事業者

タクシー事業者

実施主体
スケジュール（年度）

実施できる利用促進策か

ら順次実施

継続

又は

見直し

評価・検証

利用促進策の実施内容の検討

企業関係者との協議・調整
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参考：・静岡市内の交通事業者が実施している例として、高齢者向けフリーパスの購入年齢の

引き下げやタクシー料金の運賃割引を行っている。 

   ・また、他都市では免許返納者の生活をサポートする体制を整えることにより、自動車

を運転しない生活への安心感を高め、運転免許の自主返納・公共交通への転換を促し

ている事例など、都市によって様々な取り組みが見受けられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲高齢者フリーパスの概要   ▲静岡県タクシー協会の免許返納割引の概要 

 

5-4 免許返納者への支援の充実化 

参考①：運転免許自主返納者のバス運賃割引制度（熊本県） 

・運転免許を自主返納した熊本県内在住の 65歳以上の方を対象に、

電車・バスの運賃割引を受けられる制度。 

・『免許返納者割引乗車証』の発行が必要。 

・割引額は普通旅客運賃の半額。有効期間は取得日から 2年間。 

参考②：高齢者運転免許証自主返納支援事業（大分県別府市） 

・運転免許を自主返納した 70歳以上の方を対象に、公共交通で利用 

できる ICカードにポイントを付けて交付する特典を設けている。 

・大分県内のサポート加盟店で運転経歴証明書を提示することにより、 

旅館の宿泊料の割引や買い物商品の無料配送、宅配手数料の半額 

免除など、様々なサービスが受けられる取り組みを行っている。 

 

・高齢者事故の防止及び公共交通の利用促進を図るため、免許返納者への支援の充実に関す

る取り組みを検討する。 

 

出典：しずてつジャストライン HP 出典：静岡県タクシー協会HP 

凡例

検討

実施

評価・見直し

2019 2020 2021 2022 2023～2035

静岡市
バス事業者
鉄道事業者
タクシー事業者
フェリー事業者

実施主体
スケジュール（年度）

準備・調整 既に実施している制度も含めて施策の
充実化

評価・検証

継続

又は

見直し
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＜参考：駐車場・駐輪場の附置義務とは＞ 

・商業施設等の人が集まる施設を新設・改築する際に懸念される自動車・自転車利用者の増大

に対し、施設設置者に駐車場・駐輪場の必要量の設置を義務付け、増大する交通需要の受け

皿を作ることにより、周辺道路の交通円滑化を図ることを目的としている。自動車（自転車）

から大量輸送が可能な公共交通の利用転換を促すことにより、同様の効果が得られると考え

られる。 

＜施設設置者が行う公共交通利用促進策の取組み例＞ 

・公共交通利用者への割引サービスや特典の付与、商品配送サービス等の実施・広報 

・従業員の自動車による通勤の規制。 

・施設内における公共交通に関する情報提供の充実（マップの表示、冊子配布等） 

5-5 駐車場の附置義務等の緩和による公共交通利用促進の検討 

参考：公共交通利用者への特典の付与例、公共交通利用者への運賃補助例 
 

・商業施設等の新設・改築時において、公共交通利用を促す施策を講じる施設設置者に対し

て駐車場の附置義務台数の緩和措置を設けるなど、駐車場の附置義務に関する条例の改正

等や、関連法令等による駐車場設置台数の緩和措置について検討する。 

 

出典：ららぽーと立川立飛HP 出典：小田原市HP 

凡例

検討

実施

評価・見直し

2019 2020 2021 2022 2023～2035

静岡市

鉄道事業者

バス事業者

実施主体
スケジュール（年度）

条例の改正内容及び附置義務
緩和対象の施策の検討・協議

施設設置者等への
展開

評価・検証
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▲燃料電池バス（FCバス） 

▲燃料電池自動車・タクシー 

5-6 環境にやさしい車両の導入検討 

・バスやタクシーの車両更新にあたり、現在開発・普及が進められている電気自動車や燃料

電池自動車等の環境負荷の少ない車両の導入検討を行い、環境啓発を行うとともに公共交

通の利用促進を図る。 

・ただし、技術開発や充填施設の普及状況等を注視する。 

 

出典：豊田市HP 

出典：第一交通産業グループHP 

凡例

検討

実施

評価・見直し

2019 2020 2021 2022 2023～2035

静岡市

バス事業者

タクシー事業者

実施主体
スケジュール（年度）

タクシー車両更新時に車両を順次、導入（支援）検討

バス技術開発や普及状況を注視しながら導入（支援）検討
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用語の解説（第 7 章）

*55:小さな交通 

人口が少なく、公共交通の需要が小さ

い地域において、小型車両で狭い道路

を運行するなど、地域住民の移動を支

援する交通。代表的なものとして、乗

合タクシーがあげられる。 

 

*56:Ｃ＆Ｒ 

自転車と電車を乗り継ぎ利用する方

法で、駅付近に駐輪場を設置し、鉄道

の利用をしやすくする方法。 

 

*57:フリー乗降区間 

バス停等の特定の乗場を設けず、路線

上のどの場所でも乗降できる区間。路

線バスや乗合タクシーの路線の全部

または一部の区間を設定する。 

 

*58:企画乗車券 

公共交通と商業施設等が連携し、交通

費や飲食費、イベント情報等と乗車券

を一体化して楽しみを創出する。 

 

*59:モビリティマネジメント 

地域や都市を、「過度に自動車に頼る

状態」から、「公共交通や徒歩などを

含めた多様な交通手段を適度に（＝か

しこく）利用する状態」へと少しずつ

変えていく一連の取り組み。住民一人

一人や、一つ一つの職場組織等に働き

かけ、自発的な行動の転換を促すコミ

ュニケーションを中心とした交通政

策。 

 

*60:駐車場の附置義務 

商業地域や近隣商業区域など都市計

画法で定められた用途地域において、

人が集まる施設を新設・改築する際に

増大する自動車・自転車交通量に対し、

施設設置者に駐車場・駐輪場の設置を

条例で定めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*61:自動運転技術 

人間が運転操作を行わなくとも自律

して走行する車。自動車に導入されて

いる自動ブレーキ、車間距離の維持、

車線の維持、高速道路におけるハンド

ルの自動操作、完全自動運転など搭載

される技術によって0から5までのレ

ベルに分けられている。 

 

*62:貨客混載輸送：客貨混載輸送 

貨物と旅客の運送を一緒に行う形態

のことで、バス車内に、人と荷物を一

緒に乗せて、目的地まで輸送する。 

 

*63:低床バス 

床面を低く作り、入口の段差を小さく

して乗降しやすくしたバス。床面を歩

道の高さまで低くし、段差なしで乗降

できるようにしたものをノンステッ

プバス。出入口の段差を1段に抑えた

ものをワンステップバスという。 

 

*64:ＵＤタクシー（ユニバーサルデザ

イン） 

足腰の弱い高齢者、車いす使用者、ベ

ビーカー利用の親子連れ、妊娠中の方

など、誰もが利用しやすいタクシー車

両のこと。誰でも使える一般のタクシ

ー。 

 

*65:ＩＣＴアプリ 

 Ｉ Ｃ Ｔ は 「 Information and 

communication technology (情報通信

技術)」の略称で、パソコンなどの情

報機器や、インターネット、通信イン

フラなどを組み合わせて活用してい

くための技術の総称。アプリはパソコ

ンやスマホ向けに提供されているソ

フトウェアをいう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*66:バスロケーションシステム 

GPS などを利用してバスの位置情報を

収集することにより、バスの定時運行

の調整等に役立てるシステム。利用者

向けサービスとして、バスの接近や到

着予測時刻の情報を、バス停留所や携

帯電話、インターネットにおいて情報

提供することができる。 

 

*67:モビリティウィーク 

フランス発祥、都市交通を切り口とし

た都市環境の改善や賑わいのあるま

ちづくりの創出を目的とした取り組

み。毎年9月16日から22日を「モビ

リティウィーク」と定め、に世界各地

で開催されている社会的イベント。都

市における持続可能な移動手段の促

進を目指し、連日、自転車や公共交通

機関の利用、地域環境の改善などをテ

ーマにした催しが行われる。 

 

*68:カーフリーデー 

都市における自動車の利用と、それを

通じた都市生活のあり方を見直すこ

とを呼びかけるキャンペーン。欧州で

は、9月22日を定め、「街中では、マ

イカーなしで（In town,without my 

car!）」をキャッチフレーズに、マイ

カーの入れない地区を設けたり、公共

交通の利用促進等により、車に頼らな

い生活を市民に体験してもらう様々

な催しを実施するイベント。日本の都

市においても、実施されている。 

 

 

 

 

https://kotobank.jp/word/%E3%83%90%E3%82%B9-7323
https://kotobank.jp/word/%E6%AE%B5%E5%B7%AE-563967
https://kotobank.jp/word/%E3%83%90%E3%82%B9-7323
https://dic.nicovideo.jp/a/%E3%83%90%E3%82%B9
https://kotobank.jp/word/%E3%83%91%E3%82%BD%E3%82%B3%E3%83%B3-7347
https://kotobank.jp/word/%E6%83%85%E5%A0%B1%E6%A9%9F%E5%99%A8-294571
https://kotobank.jp/word/%E6%83%85%E5%A0%B1%E6%A9%9F%E5%99%A8-294571

